
綾瀬市教育委員会の基本方針

学校教育目標

令和５年度　　綾瀬市立綾西小学校　　学校関係者評価報告書

　（学校教育分野）　人を思いやり　社会を生き抜く力を身に付けた　綾瀬の子ども

「進んで学ぶ子」　　（知）
「思いやりのある子」（徳）
「じょうぶな子」　　（体）
「ねばり強い子」　　（意）

学校経営方針
（グランドデザイン）



今年度の重点目標

取組分野 評価の観点

１　学習指導

　学校は、「よく考え、進んで
学習する子」を育てるために、
工夫や改善に取り組んでいる。

２　教育課程

　児童は、学校行事や特別活動
にねばり強く取り組んでいる。

３　児童・生徒指導

　学校は、思いやりのある子を
育てる指導を積極的に行ってい
る。

４　児童・生徒指導

　児童は、友人や先生との学校
生活に満足している。

学校の自己評価と改善策

　職員が一丸となって授業改善に取り組んできた成果として、約８割の児童が
「進んで学習している」と回答しています。本校の目指す「進んで学習する姿」
とは、学校の授業に向かう姿勢だけではなく、学校以外の生活場面でも探究心を
持ち続けることや、自ら学ぶことで社会に出た後でも生きて働く学力を身に付け
ることです。そのためには、まず児童に学校での学習を「分かる」「楽しい」と
思わせることが大切です。今後も、職員一人ひとりが日々の授業改善に努めると
ともに、互いに高め合うことのできる職場環境を整えていきます。

　９割以上の児童が、「運動会や遠足など学校の行事が楽しみで、がんばって取
り組んだ。」と答えています。また、９割以上の保護者が、児童は行事や特別活
動に積極的に取り組んでいると評価しています。今後も、各行事・特別活動等を
通して、児童一人ひとりが生き生きと活躍できるように心がけていきます。

　週１回程度実施の「ロング昼休み」を活用したクラス遊びや自由遊び、「にこ
にこ活動」や「秋・冬集会」を通して、多くの友だちと交流してきた成果とし
て、約９割強の児童が「友だちと学校生活を楽しんでいる」と回答しています。
また、「スクールアンケート」に「友だちの良い行動を見つける」欄を設けてい
ることは、人間関係を築くうえで効果的でした。今後も児童同士が触れ合う活動
を重視するとともに時間を確保し、すべての児童にとって楽しいと思える学校を
目指します。

　９割以上の児童と保護者が、児童は「あいさつをして、友だちともなかよくし
ている。」と答えています。あいさつは、家族や友だち、先生に向けるものだけ
ではなく、地域の方々にも児童自らできるようにしたいと考えています。そのた
めには、地域の方々がいつも児童を見守り、支えてくださっていることが実感で
きるような学習や体験を積み重ねさせたいと考えています。生活科や社会科、総
合的な学習の時間などで地域の方々と関わりをもったり、『ふれあいランド（PTA
主催）』や『感謝の集い』などの行事を継続させたりすることで、より一層、児
童が地域とのつながりを感じられるようにしていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　○育成すべき力①　「自分事として考える力」の育成を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　○育成すべき力②　「思いやりを持って人と関わる力」の育成を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　○育成すべき力③　「自分の健康・安全を守る力」の育成を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　〇育成すべき力④　「最後までやり抜く力」の育成を図る。



５　児童・生徒指導

　学校は、いじめの早期発見・
再発防止のための取組を行って
いる。

６　保健管理

　学校は、じょうぶな子を育て
る指導を積極的に取り組んでい
る。

７　安全管理、教育環境整備

　学校は、児童の安全のための
指導や施設の点検・整備に取り
組んでいる。

８　支援教育

　学校は、児童に応じた支援の
工夫をしている。

９　組織運営

　学校は、校長を中心とした運
営組織になっている。

　今年度は、グランドデザインを職員室や各教室、校舎内に掲示し、周知徹底に
努めました。各総括教諭、学年代表を中心に全職員が、校長がグランドデザイン
で掲げている目指す児童像の実現に向けた計画、実践、振り返りを行うことがで
きました。今後も、グランドデザインを意識し、担当総括教諭が中心となって、
各グループが連携しながら、効率的で活発な運営が機能するように取り組んでい
きます。

　「スクールアンケート」の取り組みや、児童指導委員会、ケース会議によって
教職員は約９割が肯定的回答をしています。しかし、保護者の肯定的回答は６割
強程度で、教職員と保護者の捉えに差があります。教職員はいじめの早期発見・
再発防止に努めていますが、さらに理解を求めるために、学校だよりや懇談会
等、周知の機会を見つけて、今後も積極的に知らせていく必要があります。
　来年度は、１学期に各学級で『いじめ防止宣言』という活動に取り組みます。
いじめは絶対に許されないものだということを学校全体で伝え、児童自身にも、
一人ひとりができることを考えさせていきます。

　９割の児童・保護者が、「健康や安全に気をつけて、元気に生活している」と
答えました。
今年度は、「にこにこ活動」や「秋・冬集会」を計画通り実施することができ、
学級集団の枠を超えて遊ぶ機会をもつことができました。　しかし、７割の職員
が肯定的な回答をしている一方で、「あまり思わない」と答えた職員が３割いま
した。学校での体育は、児童に運動の喜びを実感させ、いかに生涯にわたる豊か
なスポーツライフの実現の土台となるかを目指しています。今後も、職員同士の
情報交換や研修会を通して、授業改善に努めていきます。

　個別に支援が必要な児童には、保護者の要望をもとにして保護者・学校・専門
機関相談員との協議を速やかに行い、一人ひとりに応じた教育環境を整えること
に努めています。今年度は、集団での学習が難しい児童や登校渋りの児童の対応
のために、「ほっとルーム」を活用し、個別指導体制を強化しました。また、ス
クールカウンセラーによる教育相談も積極的に行い、支援が必要な児童に対し組
織的な対応を行うことができました。今後も、教育相談コーディネーターと教頭
が窓口となり、学習支援者と担任、養護教諭、スクールカウンセラーとの連携の
もと、支援が必要な児童に適切な学習支援が実施できるようにしていきます。

　今年度は、災害に備えた２回の避難訓練と一斉下校訓練、引き渡し訓練を行い
ました。また、警察署の協力による交通安全教室も実施しました。各訓練におい
て、各学級での避難経路・手順の確認をしたり、自身の取り組みを振り返ったり
する事前・事後の指導が欠かせません。指導の内容は職員会議で確認し、学校と
して一貫した指導となるように努めました。
　さらに、登下校時の事件・事故に備えて、職員の見回り態勢をつくっていま
す。今後も、ＰＴＡや地域の方の協力を得ながら、登下校時における安全の徹底
に取り組んでいきます。



10　教職員の研修

　学校は、教職員の授業力を高
めるための校内研究の取組に力
を入れている。

11　教育目標・学校評価

　学校は、児童の実態を把握
し、よりよい児童の成長のため
の工夫をしている。

12　情報提供、保護者・地域
    住民との連携

　学校は、保護者などに適切な
情報を提供し、連携を図る取組
を行っている。

【学校関係者評価委員会からの意見及び改善策】
 
取組分野の『児童・生徒指導』の内、いじめの早期発見や再発防止、児童支援についてのご意見をいただきました。
「友だちとの学校生活を楽しんでいますか。」という設問に対して、１割の児童が「あまり思わない」「思わない」「分からない」のいずれかを選択し
ています。この結果から、学校生活の中で何らかの困り感を抱いている児童がいると分かります。また、今回のアンケートや「スクールアンケート」に
は表れない児童の悩みや不安もあるかも知れません。
前述のように、学校は、全ての児童にとって安心して楽しく過ごせる場所でありたいと考えています。学校運営協議会では、困り感を抱いている児童に
より一層寄り添えるように、具体的な手立てについてご助言をいただきました。児童へのスクールアンケートを無記名でも行うことや、先生に話を聞い
てほしいときにすぐに知らせられるようなポストを設けるなどのご意見がありました。これまでのように、授業や生活の中でも児童の様子を丁寧に見取
りながら、より細やかに児童一人ひとりに合わせた指導・支援ができるように手立てを講じていきます。

　今年度は、個別面談や授業参観、学年発表会や運動会等を通じて、保護者の皆
様に学校の様子を直接見ていただく機会をつくりました。また、ホームページも
開設し、学校だよりや学校運営協議会の様子などをお知らせしました。今後も、
学校だよりや学年だより等の内容を精査し、地域・家庭に配付する中で、教育活
動の実践を伝えていきます。また、校内の掲示物も工夫し、保護者が来校した際
に学校や児童の取り組みを「見える化」していきます。そして、情報発信に留ま
らず、実際に学校での様子を見ていただく機会の確保を検討していきます。

　児童に応じた適切な指導を行い、よりよい成長を図るために、月に１回開かれ
る児童指導委員会や職員会議の場において、児童指導支援コーディネーターが中
心となって、全職員で見守っていく必要のある児童の情報や変化の様子を確認
し、今後の関わり方や支援のあり方などを共通理解しました。また、スクールア
ンケートで問題を把握し、迅速にチームで対応しました。今後も問題行動の状況
把握・報告・協議・関係機関への連絡・対応などを迅速に行い、早期解決を図る
ようにしていきます。

　今年度は、教師のファシリテーション力に視点を置き、「一人ひとりの“発
見”がある授業づくり」をテーマにした授業改善に取り組みました。児童がおも
しろいと感じる授業やわくわくする授業をすることは、教師として常に追求した
いことです。今後も、変化の大きい社会の中で、児童にとってよりよい教育とは
何かを考えながら、全職員で授業力の向上に努めます。


